
小児神経学を専門とするためのキャリアパス

小児神経専門医のいる
医療機関で研修

日本小児神経学会の
学術集会
地方会

小児神経学セミナー
などの参加による
知識の蓄積
経験の共有

さらなる
サブスペシャルティ領域

専門医

たとえばこんなところで役に立ちます。

●救急・集中治療でてんかん重積状態や急性脳症の診療などに役立つ。
●新生児医療で脳障害の診療に役立つ。
●一般病院でてんかん診療、発達評価などに役立つ。
●開業クリニックで発達障害の診療などに専門性を発揮できる。
●地域の乳幼児健診、就学時健診で専門性を活かせる。
●障害児医療施設で脳性麻痺、重度障害児など専門的に診療できる。
●医療的ケア児の対応にも強くなる。
●大学・研究機関などで子どもの病気、成長発達に関わる研究ができる。

小児科専門医取得

小児神経専門医取得

子どものこころ専門医
（子どものこころ専門医機構）

てんかん専門医
（日本てんかん学会）

脳波専門医
（日本臨床神経生理学会）

臨床遺伝専門医
（日本人類遺伝学会）

様々な立場で専門性を
発揮できます。

など

クリニック・在宅医療
発達障害診療大学病院・研究機関

総合病院・小児病院 障害児者医療機関
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